
  

■ 開催概要 ■ 

主 催 ： “コカ・コーラ ゼロ”鈴鹿８耐 コカ･コーラ リサイクルステーション事務局 

特別協力 ： ラブ･ジ･アース実行委員会 

特別協賛 ： Honda、YAMAHA、SUZUKI 

協 力 ： YSP メンバーズクラブ、NMCA 日本二輪車協会、全国二輪用品連合会、全国オートバイ協同組合連合会 

協 賛 ： 二輪専門誌 各誌 

場 所 ： 鈴鹿サーキット内グランプリスクエア および 国際レーシングコース観客席周辺 

日 時 ： 2007 年 7 月 27 日（金）～29 日（日） 

内 容 ： ①コカ･コーラ リサイクルステーション内 

   １．飲料容器を中心としたリサイクル推進活動                                                            

     空容器分別回収推進＆コミュニケーションツール(ステッカー)の配付 

  ２．コカ・コーラ および ラブ･ジ･アースの環境活動報告展示 

  ②コース周辺での空容器分別回収の呼びかけ                                                                

 鈴鹿サーキットでは、来る7月26日（木）～29日（日）に開催いたします『2007 QMMF FIM 世界耐久選手権シリーズ

第３戦“コカ・コーラ ゼロ”鈴鹿８時間耐久ロードレース第３０回記念大会』において、当大会の冠スポンサーの 

コカ・コーラと協働で、会場内で出た空飲料容器のリサイクル推進活動を行ってまいります。 

この活動は、ライダーによる地球愛護活動をすすめている『ラブ・ジ・アース実行委員会』様他、関係各位の皆様のサ

ポートもいただきながら、“コカ･コーラ ゼロ”鈴鹿８耐開催期間中の３日間、国内二輪メーカーなどのＰＲブースが並ぶ

グランプリスクエアに「コカ･コーラ リサイクルステーション」と称したブースを設置し、飲み終わった飲料容器の分別

回収を行うものです。 

また、コース周辺においてもリサイクルの呼びかけを行い、鈴鹿８耐にご来場の皆様 そして バイクファンの皆様に、

リサイクルや環境美化に対する意識の向上やマナーアップをお願いしてまいります。 

“コカ・コーラ ゼロ”鈴鹿８耐 

「コカ･コーラ リサイクルステーション」を開設 
ボランティアを中心としたリサイクル促進・環境美化活動 

 

 

『We Love“Water Planet”Coca-Cola』 
コカ･コーラシステムの環境に対する思いや取り組みを、広く社会に伝え共有するために開発された環境

キャンペーンメッセージ。清涼飲料メーカーであるコカ･コーラにとって最も重要な資源の一つである

「水」を中心に、地球（＝水の惑星）の環境を守っていくという姿勢を表したものです。 

「We」はコカ･コーラだけでなく、コカ･コーラを取り巻くすべてのステークスホルダーとともに、環境

問題に取り組んでいくという「協働」の意を示しています。 

 

『Love the Earth』 
バイク乗りからはじめる地球愛護活動「ラブ・ジ・アース」は、二輪ユーザーのモラル向上と環境への取

り組みを目的として二輪専門誌や二輪メーカー各社の呼びかけで 2002 年秋からスタートしました。活動

開始から５年・計８回の海岸清掃イベントには約４,０００人が参加し、ラブ・ジ・アースの活動に賛同す

るという宣言書の記入者（＝会員）は延べ約５,０００人を超え、徐々にその活動の輪は広がっています。

■ 問い合せ先 ■ 

株式会社モビリティランド 東京営業部内 “コカ・コーラ ゼロ”鈴鹿８耐 コカ･コーラ リサイクルステーション事務局 

〒１０４-００２８ 東京都中央区八重洲２-６-２０ホンダ八重洲ビル９F  ＴＥＬ ０３-３２７８-０７７７                                       


